
■ ホームページ 催し物案内の「申込みフォーム」　ＵＲＬ：　https://ch.kanagawa-museum.jp/
■ 「往復はがき」　送り先： 〒231-0006 横浜市中区南仲通５-60 神奈川県立歴史博物館 企画普及課
１行事につき１通を締切日必着でお送りください。行事名・開催日・郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号を全て明記してください。

※ 申込みの受付は、イベント開催日の約２か月前から開始します。詳細はホームページをご確認ください。
※ 最大４名まで同時申込み可、ただし全員分の氏名を明記してください。　　　※ 締切日から10日以内に受講の可否を回答します。

申込方法

TEL.  045-201-0926　受付時間 平日８：30～ 17：15
問合せ先

ホームページはこちら
「館長の馬車道日記」で休館中のあれこれが読めます♪

博物館は工事のため
休館しておるのじゃ。

■ 館外の会場で開催します。
■ 申込み多数の場合は抽選となります。 ■ 内容は変更となる場合があります。

■ 会場への直接の問合せはご遠慮ください。 ■ 事前に申込みが必要です。
■ 詳細はホームページでご確認ください。

2026年 ４月・５月

催し物のご案内休館中の
神奈川県立歴史博物館 Instagram X（旧Twitter）

休館中も
情報発信中！
収蔵資料も

紹介しています♪

矢倉沢往還 足柄峠前の最重要拠点、矢倉沢関所（南
足柄市）周辺を、江戸時代の絵図を見ながら散策しま
す。健脚の方向け。
日 時
講 師

見学先
定 員
受講料
申込締切

：５月８日（金）　11：40～ 16：10
：寺西 明子（当館学芸員）
根本 佐智子（当館非常勤学芸員）
：矢倉沢関所跡周辺（南足柄市）
：15名
：無料
：４月15日（水）
※「往復はがき」では申し込めません。

現地見学会
矢倉沢関所を歩く

館長トーク 家康の新田開発
県内現存最古の灌漑用水～二ヶ領用水～

かつて川崎地域の水田を潤した二ヶ領用水。その開削の様
子と歴史について展望します。

日 時
講 師
会　場

定 員
受講料
申込締切

：５月15日（金）　13：30～ 15：00
：望月 一樹（当館館長）
：かながわ県民センター
（横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2）
：50名
：無料
：４月22日（水）必着

幕末期の日本で知識人がどのように「開国」について
認識していたかを、当時の史料から読み解きます。

日 時
講 師
会 場

定 員
受講料
申込締切

：５月21日（木）　13：30～ 15：00
：嶋村 元宏（当館主任学芸員）
：かながわ県民センター
（横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2）
：50名
：無料
：４月30日（木）必着

講演会
幕末知識人の「開国」認識

おおつか さいかちど おうかん

やぐらざわ

大塚・歳勝土遺跡公園の復元住居を見学し、弥生時代
の人々の暮らしや社会について解説します。

日 時
講 師

会 場

定 員
受講料
申込締切

：４月22日（水）　13：30～ 15：30
：橋口 豊 氏（横浜市歴史博物館学芸員）
佐藤 兼理（当館学芸員）
：大塚・歳勝土遺跡公園、横浜市歴史博物館
（横浜市都筑区中川中央1-18-1）
：20名
：無料
：４月８日（水）
※「往復はがき」では申し込めません。

にかりょう

横浜市歴史博物館共催　現地見学会
住まいから見た先史時代

春ですね！
新しいこと学んでみませんか？


